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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第43期
第３四半期
累計期間

第43期
第３四半期
会計期間

第42期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 3,173,7631,019,6494,850,012

経常利益（千円） 137,575 60,506 310,307

四半期（当期）純利益（千円） 56,248 14,583 159,949

持分法を適用した場合の投資利益（千円） － － －

資本金（千円） － 630,500 630,500

発行済株式総数（株） － 4,810,0004,810,000

純資産額（千円） － 2,176,0972,185,617

総資産額（千円） － 3,873,2574,173,542

１株当たり純資産額（円） － 452.77 454.67

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 11.70 3.03 33.27

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

１株当たり配当額（円） － － 12.0

自己資本比率（％） － 56.2 52.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△53,688 － 550,190

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△333,471 － △60,995

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△57,754 － △47,979

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） － 1,199,0931,644,007

従業員数（人） － 379 359

　（注）１．売上高には消費税等は含まれておりません。

　　　　２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。
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２【事業の内容】

　 当第３四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

　

３【関係会社の状況】

　 該当事項はありません。

　

４【従業員の状況】

　     提出会社の状況 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 379 (33)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載しており

ます。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

当第３四半期会計期間における生産実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門別 金額（千円）

ソフトウェア開発事業 968,125

入力データ作成事業 41,785

受託計算事業 9,425

合計 1,019,336

　（注）１．金額は販売価格で表示しております。

２．ソフトウェア開発事業に係る売上高のうち、機器及び商品の売上高については、当該生産実績から除外して

おります。　 

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

当第３四半期会計期間における受注状況を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門別 受注高（千円） 受注残高（千円）

ソフトウェア開発事業 885,355 846,332

入力データ作成事業 43,570 2,487

受託計算事業 9,604 716

合計 938,530 849,535

　（注）１．金額は販売価格で表示しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

当第３四半期会計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門別 金額（千円）

ソフトウェア開発事業 968,438

入力データ作成事業 41,785

受託計算事業 9,425

合計 1,019,649

　（注）１．当第３四半期会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次の

とおりであります。

相手先

当第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

金額（千円） 割合（％）

株式会社東証システムサービス 138,193 13.55

エヌ・ティ・ティ・データ・システム技術株式会社 108,569 10.65

　　 ２．総販売実績に対する割合が10%以上のものについて記載しております。

　　 ３．上表の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

　 当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

 

(1) 業績の状況

　当第３四半期会計期間におけるわが国経済は、リーマンショック以降、消費低迷、円高、株価の下落などが急速に進

み、企業収益の大幅な減少に伴う雇用調整や設備投資の先送りなど、景気は悪化しております。

　当社の主力顧客である、証券・銀行業界では、情報化投資案件の規模縮小、あるいは延期・凍結が相次ぐ等慎重姿勢

が顕在化し、当社を取り巻く環境も急速に悪化しました。

　このような厳しい状況の中、当社では利益確保重視の姿勢で案件の選択受注と柔軟な資源の再配置を実施し、第２四

半期に引き続き、既存顧客へのコンタクト強化と継続性案件の維持・拡大に注力してまいりました。

　この結果、当第３四半期会計期間の業績は、売上高は1,019百万円、営業利益は56百万円、経常利益は60百万円、四半期

純利益は14百万円となりました。
 
　事業部門別の概況は次のとおりであります。

 
①ソフトウェア開発事業

ソフトウェア開発事業は、売上高968百万円、売上総利益151百万円となりました。

 

②入力データ作成事業

入力データ作成事業は、売上高41百万円、売上総利益2百万円となりました。

 

③受託計算事業

受託計算事業は、売上高9百万円、売上総損失2百万円となりました。

 

(2)財政状態に関する定性的情報

① 資産、負債及び純資産の状況

当第３四半期会計期間末における総資産は3,873百万円となり、第２四半期末に比べて52百万円減少しておりま

す。これは主に売掛金の減少によるものであります。

負債合計は70百万円減少し、1,697百万円となりました。これは主に賞与引当金の減少によるものであります。

純資産は17百万円増加し、2,176百万円となりました。これは営業活動による利益剰余金の増加14百万円とその

他有価証券評価差額金3百万円の増加によるものであります。

この結果、当第３四半期会計期間末における自己資本比率は56.2%となり、第２四半期会計期間末に比べ1.2%の

増加となりました。

 

② キャッシュ・フローの状況

当第３四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第２四半期会計期間末に比べ

34百万円減少し、1,199百万円となりました。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期会計期間において、営業活動の結果使用した資金は28百万円であります。これは主に売上債権の減少

57百万円及び未払金の増加34百万円に対して、賞与引当金の減少111百万円によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期会計期間において、投資活動の結果使用した資金は5百万円であります。これは主に有形及び無形固

定資産の取得による支出6百万円によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期会計期間において、財務活動による重要なキャッシュ・フローはありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期会計期間において、重要な設備の新設、除却、売却等はありません。また、新たに確定した重要な設備

の新設、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 18,000,000

計 18,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,810,000 4,810,000ジャスダック証券取引所
単元株式数

1,000株

計 4,810,000 4,810,000 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年10月１日～

平成20年12月31日
－ 4,810,000 － 630,500 － 553,700

　

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。 
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載するこ

とができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

　　　①【発行済株式】

 平成20年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － 　　　　　　　　　－ 　　　　　　　　　－

議決権制限株式（自己株式等） － 　　　　　　　　　－ 　　　　　　　　　－

議決権制限株式（その他） － － 　　　　　　　　　－

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　3,000 　　　　　　　　　－
単元株式数 1,000株　　　　

　　　　　

完全議決権株式（その他） 普通株式　　4,806,000 4,806同上　　　　　　　

単元未満株式 普通株式　　　　1,000 　　　　　　　　　－
一単元（1,000株）未満

の株式

発行済株式総数 4,810,000　　　　　　　　　－ 　　　　　　　　－

総株主の議決権 － 4,806 　　　　　　　　－

　(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式791株が含まれております。

 

②【自己株式等】

 平成20年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社　昭和システム

エンジニアリング

東京都中央区日本橋小伝

馬町15－18
3,000 － 3,000 0.06

計 － 3,000 － 3,000 0.06

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 260 290 295 318 310 300 270 275 275

最低（円） 234 267 282 297 260 280 170 225 260

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期会計期間（平成20年10月１日から平成20

年12月31日まで）及び当第３四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期財務諸

表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について　

 　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成20年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,149,093 1,994,007

売掛金 518,819 732,292

仕掛品 80,119 15,386

その他 115,220 431,314

流動資産合計 2,863,253 3,173,000

固定資産

有形固定資産 ※1
 163,715

※1
 171,301

無形固定資産 22,860 3,747

投資その他の資産

繰延税金資産 521,826 494,408

その他 373,280 402,764

貸倒引当金 △71,680 △71,680

投資その他の資産合計 823,426 825,493

固定資産合計 1,010,003 1,000,541

資産合計 3,873,257 4,173,542

負債の部

流動負債

買掛金 94,785 166,227

短期借入金 50,000 50,000

未払法人税等 3,582 130,057

賞与引当金 97,571 220,000

その他 159,682 184,071

流動負債合計 405,621 750,356

固定負債

役員退職慰労未払金 106,014 106,014

退職給付引当金 1,185,523 1,131,552

固定負債合計 1,291,538 1,237,567

負債合計 1,697,159 1,987,924

純資産の部

株主資本

資本金 630,500 630,500

資本剰余金 553,700 553,700

利益剰余金 1,196,168 1,197,604

自己株式 △1,352 △1,123

株主資本合計 2,379,016 2,380,680

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △23,539 △15,684

土地再評価差額金 △179,378 △179,378

評価・換算差額等合計 △202,918 △195,063

純資産合計 2,176,097 2,185,617

負債純資産合計 3,873,257 4,173,542
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 3,173,763

売上原価 2,746,922

売上総利益 426,841

販売費及び一般管理費 ※1
 303,769

営業利益 123,071

営業外収益

受取利息 6,393

受取配当金 2,058

技術指導料 4,000

雑収入 2,416

営業外収益合計 14,868

営業外費用

支払利息 56

投資事業組合運用損 308

営業外費用合計 364

経常利益 137,575

特別損失

投資有価証券評価損 18,608

特別損失合計 18,608

税引前四半期純利益 118,966

法人税、住民税及び事業税 15,176

法人税等調整額 47,541

法人税等合計 62,718

四半期純利益 56,248
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【第３四半期会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 1,019,649

売上原価 867,762

売上総利益 151,887

販売費及び一般管理費 ※1
 95,110

営業利益 56,776

営業外収益

受取利息 1,945

受取配当金 885

雑収入 917

営業外収益合計 3,747

営業外費用

支払利息 17

営業外費用合計 17

経常利益 60,506

特別損失

投資有価証券評価損 18,608

特別損失合計 18,608

税引前四半期純利益 41,897

法人税、住民税及び事業税 △21,590

法人税等調整額 48,904

法人税等合計 27,314

四半期純利益 14,583
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 118,966

減価償却費 11,235

賞与引当金の増減額（△は減少） △122,429

退職給付引当金の増減額（△は減少） 53,970

受取利息及び受取配当金 △8,452

支払利息 56

投資事業組合運用損益（△は益） 308

投資有価証券評価損益（△は益） 18,608

売上債権の増減額（△は増加） 213,472

たな卸資産の増減額（△は増加） △64,733

その他の流動資産の増減額（△は増加） △2,281

仕入債務の増減額（△は減少） △71,441

未払消費税等の増減額（△は減少） △14,607

未払金の増減額（△は減少） △19,686

その他の流動負債の増減額（△は減少） 12,859

その他 519

小計 126,366

利息及び配当金の受取額 5,822

利息の支払額 △55

法人税等の支払額 △185,821

営業活動によるキャッシュ・フロー △53,688

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △750,000

定期預金の払戻による収入 450,000

有形及び無形固定資産の取得による支出 △30,205

投資有価証券の取得による支出 △979

貸付けによる支出 △5,650

貸付金の回収による収入 3,731

その他 △368

投資活動によるキャッシュ・フロー △333,471

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △229

配当金の支払額 △57,524

財務活動によるキャッシュ・フロー △57,754

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △444,913

現金及び現金同等物の期首残高 1,644,007

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,199,093
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】
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当第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

(1) たな卸資産の評価基準及び評価方法の変更

　仕掛品については、従来、個別法による原価法によっておりましたが、第１四半期会計

期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月

５日）が適用されたことに伴い、個別法による原価法（貸借対照表価額については収

益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。

　なお、この変更による損益に与える影響は軽微であります。

　

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第３四半期会計期間末
（平成20年12月31日）

前事業年度末
（平成20年３月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、143,668千円であ

ります。

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、132,551千円であ

ります。

　

（四半期損益計算書関係）

当第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　役員報酬 99,900千円

　給与手当 67,774千円

　賞与引当金繰入額 4,254千円
 

当第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　役員報酬 33,300千円

　給与手当 18,410千円

　賞与引当金繰入額 4,255千円
 

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 2,149,093

預入期間が３か月を超える定期預金　 950,000

現金及び現金同等物 1,199,093
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（株主資本等関係）

当第３四半期会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年

12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　　普通株式　　4,810,000株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　　普通株式　　　　3,791株

 

３．新株予約権の四半期会計期間末残高

　　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月26日

定時株主総会
普通株式 57,684 12平成20年３月31日平成20年６月27日利益剰余金　

　(2) 基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間末後と

なるもの

　　　　該当事項はありません。

　

（持分法損益等）

　当第３四半期累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

　該当事項はありません。

　当第３四半期会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

　該当事項はありません。

　

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期会計期間末
（平成20年12月31日）

前事業年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 452.77円 １株当たり純資産額 454.67円

２．１株当たり四半期純利益金額

当第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 11.70円 １株当たり四半期純利益金額 3.03円

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため、記載しておりませ

ん。

２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

四半期純利益金額（千円） 56,248 14,583

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 56,248 14,583

普通株式の期中平均株式数（千株） 4,806 4,806

　

（重要な後発事象）

当第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年１月28日

株式会社昭和システムエンジニアリング

取締役会　御中

監査法人トーマツ

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 米澤　英樹　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 中川　幸三　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社昭和システ

ムエンジニアリングの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第43期事業年度の第３四半期会計期間（平成20年10

月１日から平成20年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対

する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社昭和システムエンジニアリングの平成20年12月31日現在の財政状態、同日

をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フ

ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。

　

EDINET提出書類

株式会社　昭和システムエンジニアリング(E05075)

四半期報告書

19/19


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	３関係会社の状況
	４従業員の状況

	第２事業の状況
	１生産、受注及び販売の状況
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態及び経営成績の分析

	第３設備の状況
	第４提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）ライツプランの内容
	（４）発行済株式総数、資本金等の推移
	（５）大株主の状況
	（６）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２株価の推移
	当該四半期累計期間における月別最高・最低株価

	３役員の状況

	第５経理の状況
	１四半期財務諸表
	（１）四半期貸借対照表
	（２）四半期損益計算書
	第３四半期累計期間
	第３四半期会計期間

	（３）四半期キャッシュ・フロー計算書
	四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更
	注記事項


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

